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桑口における除草剤の冬期散布について
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1 は  し が き

積雪地帯は,春作業に入る時期が遅いため稲作,畑作の

作業が重複し,桑園の一報管理はおくれるのが通例である

が,こ の時期の春雑草の繁茂は著 しい。畦間雑草は機械利

用が可能であるが株間雑草の処理は多くの労力を要する。

そのため桑に対する薬剤の影響が少ないと考えられる冬期

間の桑の休眠期に,除草剤を株の直上から散布し株間の雑
草密度を低下させ,春蚕前期に最も労力を要する除草労力
の軽減をはかろうとした。

冬期散布は12月 8日 (1975)春期散布は4月 15日 (1975)

に行った。次に桑の生育に及ぼす影響については,薬剤は

DBNと しloa散布量を 5た,,10た,,20″の5段階を設け

春切及び夏切をした栽培枠内全面に散布しかくはルした。

薬剤の散布は 1975年
`月
28日 に行った。

5試 験 結 果

1 冬jrJ散布の除草効果

表 1に示すように,冬期散布したDBN剤の抑庫効果は
極めて大きい。第 1回 (5月 25日 )調査では,散布量.耕

転の有無にかかわらず雑草の発生はなかった。第2回の調

2試 験 方 法

1 供試桑園 除草効果については,桑品種改良扇返 ,
樹令 11年 ,根メ1仕立,植 付距離 2■ (畦幅 )XOフ5π
(株間 ),夏秋専用桑園を用いた。この土壊は崩積性砂壌

上であり清耕管理を行っている。

桑の生育に及ぼす影響については上記圃場の外,1区 33

だ深さ411mlo本植 (政良 返樹令 4年 )を用いた。
2 試験区並びに処理方法
圃場試験区

査 (7月 7日 )でも抑草効果は高く,桑の生育による被蔭

と相まって,株問及び畦間にはほとんど雑草を生しなかっ

た。

春散布したDBN剤の場合,一年生雑草は押えたものの
ノビルが優先草となり繁茂 した。第 2回調査ではイネ科型,

広葉型とも草生がみられ除草効果は冬期散布より劣った。

冬17Jlに 散布したトリフルラリン剤は,耕転区の難草量は

少ないものの抑草効果は認め難い。

以上のようにDBN剤の冬期散布は除草効果が高いのみな

らず,春散布に比較しノビルのような宿根草に対する作用性

が強いこと巳 冬期散布の有利性を示すものと考えられる。
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表 1 冬期散布の抑草効果
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注 優先草 第 1回調査●6.8,区はスズメノテノポウ, ミミナグサ, ′tiル , 7区は′ビル,第 2回調
査ス8区はアカザ,メ ヒンパ
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2 桑の生育に及ぼす DBN剤の影響
DBN剤は土壊条件,根の分布,散布量など条件によっ
ては薬害を生ずる場合のあることが知られている。本試験

のように根刈仕立で株の直 しから処理する場合,その影響

が強いことも考えられるので調査を行った。

先ず冬期散布を行った夏秋蚕専用桑国では,春切後の発

芽数,桑の発育状態には 5た,,10″区とも無散布区と大差

なく,除草剤の影響はみられなかった。

格試験による調査では,表 2に 最長校条の伸長指数を示

したが春切桑の20ん9散布区は,散布後 14日 目の調査で明ら

かに伸長量が劣りその傾向が8月 20日時点まで続き総伸長

でも無散布区より15φ 少ない。このことは DBN剤の影響
と思われるが5～ 10た,散布区及び夏切桑の各区では無散布

区と大差はなかった。

表2 DBN散 布量と枝条の伸長

表3 DBN散布量と桑の収景
項 目

区名
枝 条 数 平均校長

り
量
当
葉
株
収

校長 lπ
当り葉量

春

切

桑

5 83不 189“ 156“

21`

ス 5 153

無散布 15'

夏

切

桑

o4フ

051
044

無散布 117 042

これらについて晩秋蚕期に収量調査を行ったが (表 3),

春切,夏切桑とも枝条数,平均枝条長,株当り収葉量のい

ずれの調麿項目も無散布区と大差なく,薬害の徴候 はみら

れない。要するに供試の条件では通常の使用量の4倍量の

20ん″角Oa散布で伸長抑制がみられる程度であり,実用的

には規準量散布を行うことにより,桑株直上からの散布で

も桑に対する影響は回避される。

DBN剤の冬期散布5し/10aで耕伝の有無にかかわらず
除草効果は極めて高く, しかも桑株直上から散布しても規

準量 2倍程度までは,桑の発育に及ぼす薬害的な影響はみ

られなかった。除草効果は通常の春期散布よりまさり,春

期散布では効果が少ない宿根車に対しても強い抑草効果が

みとめられた。

したがって,根雪前に株際を主体にDBN剤を散布する
ことにより,掬間の雑草繁茂が押えられ,春蚕前期の除草
労力は著しく軽減される。
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